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区
は
、
平
成
７
年
３
月
、
戦
後
５０
年
の
節
目
の
年
に
「
国
際
平
和
都
市
千
代
田
区
宣
言
」
を
発

表
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
で
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
確
立
に
向
け
て
積
極
的
に
行
動
す
る
こ

と
を
、
区
に
住
み
、
働
き
、
学
ぶ
す
べ
て
の
人
々
の
決
意
と
し
て
誓
っ
て
い
ま
す
。

同
宣
言
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
沖
縄
・
広
島
・
長
崎
の
各
都
市
へ
、
今
年
も
千
代
田
区
平
和
使
節

団
を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
年
派
遣
し
た
使
節
団
の
活
動
内
容
と
団
員
の
体
験
談
を
報
告
し
ま
す

（
広
島
・
長
崎
班
の
報
告
は
８
面
）。

問
合
せ

国
際
平
和
・
男
女
平
等
人
権
課
　
1
５
２
１
１
―
４
１
６
５

第
４８
回
区
民
体
育
大
会
を
、
１０

月
１７
日

（日）
に
開
催
し
ま
す
。
各
種

目
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
充
実

し
、
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
皆
さ
ん
で
楽
し
め
ま
す
。
家

族
そ
ろ
っ
て
秋
の
１
日
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

と
き

１０
月
１７
日

（日）
９
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
（
予
定
）

会
場

外
濠
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
五
番
町
先
）

※
当
日
の
天
候
な
ど
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
状
態
が
悪
い
と
き
は
中
止

し
ま
す
。
開
催
の
有
無
は
、
当

日
の
朝
５
時
42
分
〜
５
時
47
分

の
間
に
、
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
ニ
ッ

ポ
ン
放
送
（
１
２
４
２
ｋ
Ｈ
ｚ
）

で
放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

city.chiyoda.lg.jp

）に
も
掲

載
し
ま
す
。

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
電
車
な
ど
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係

1
５
２
１
１
―
３
６
２
７

千
代
田
区
平
和
使
節
団
の
派
遣

は
、
東
京
大
空
襲
の
歴
史
を
背
負
う

千
代
田
区
民
が
、
原
子
爆
弾
の
被
害

を
受
け
た
広
島
、
長
崎
、
国
内
最
大

規
模
の
地
上
戦
が
行
わ
れ
た
沖
縄
で

被
害
の
実
情
に
触
れ
、
そ
の
体
験
を

通
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊

さ
を
周
り
の
人
々
に
伝
え
広
げ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。平

成
７
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

事
業
は
、
実
施
回
数
１６
回
を
数
え
、

こ
れ
ま
で
派
遣
さ
れ
た
人
数
は
延
べ

２８８
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。

今
年
の
使
節
団
の
活
動
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
沖
縄
派
遣

日
程

７
月
２８
日
〜
３１
日

内
容

戦
争
体
験
者
と
の
交
流
／
南

部
戦
跡
め
ぐ
り（
嘉
数

か

か

ず

高
地
・
糸

数
壕
ほ
か
）／
読
谷
村

よ
み
た
ん
そ
ん

内
視
察
／

平
和
の
礎

い
し
じ

で
の
献
花
／
ひ
め
ゆ
り

の
塔
・
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
で
の
千
羽

鶴づ
る

献
架
ほ
か

■
広
島
派
遣

日
程

８
月
５
日
〜
７
日

内
容

被
爆
体
験
者
と
の
交
流
／
平

和
記
念
式
典
参
列
／
本
川
小
学
校

平
和
資
料
館
・
広
島
平
和
記
念
資

料
館
見
学
／
原
爆
の
子
の
像
・
原

爆
ド
ー
ム
で
の
千
羽
鶴
献
架
ほ
か

■
長
崎
派
遣

日
程

８
月
８
日
〜
１０
日

内
容

被
爆
体
験
者
と
の
交
流
／
平

和
祈
念
式
典
参
列
／
永
井
隆
記
念

館
見
学
／
城
山
小
学
校
・
山
里
小

学
校
・
長
崎
原
爆
資
料
館
で
の
千

羽
鶴
献
架
ほ
か

恒
久
平
和
を
願
い
　
使
節
団
を
３
都
市
に

区
民
体
育
大
会

１０
月
１７
日
（日）

木
下
愛
季
子
さ
ん
（
区
内
在
学
／

高
校
生
）

平
和
使
節
団

に
参
加
し
て
、

改
め
て
平
和
の

大
切
さ
を
知
り

ま
し
た
。
志
な
か
ば
で
亡
く
な
っ

た
、
私
の
同
世
代
の
ひ
め
ゆ
り
隊

の
生
徒
た
ち
、
何
の
罪
も
な
い
市

民
た
ち
、
日
本
の
た
め
に
と
戦
っ

た
兵
士
た
ち
。
戦
争
で
犠
牲
に
な

っ
た
人
た
ち
の
叫
び
声
が
、
な
ん

と
な
く
こ
の
夏
、
聞
こ
え
ま
し
た
。

そ
し
て
「
誰
が
」
で
は
な
く
、

「
自
分
が
」
戦
争
の
む
ご
さ
を
後

世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ん
だ
！
と
強
く
思
い
ま
し

た
。

石
川
　
翠
さ
ん
（
区
内
在
学
／
高

校
生
）

私
は
戦
争
に

つ
い
て
は
教
科

書
の
知
識
し
か

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
派
遣
前
に
勉
強
も
し
ま
し
た

が
、
や
は
り
現
地
で
自
分
の
目
で

見
て
、
耳
で
聞
い
た
こ
と
は
、
そ
れ

よ
り
も
は
る
か
に
心
に
響
き
ま
し

た
。「
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
」。
そ
の
言
葉
の
意
味

を
今
ま
で
よ
り
も
ず
っ
と
深
い
と

こ
ろ
で
理
解
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

身
の
回
り
の
人
々
に
私
の
体
験
を

伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

中
島
愛
美
さ
ん
（
区
内
在
学
／
高

校
生
）

沖
縄
は
当
初

は
明
る
い
イ
メ

ー
ジ
ば
か
り
の

場
所
で
し
た
。
実
際
に
沖
縄
は
明

る
く
て
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
、
残
酷
な
負
の
歴
史

が
深
く
残
っ
て
い
る
場
所
で
も
あ

り
ま
し
た
。
沖
縄
で
、
多
く
を
学

び
、
人
に
戦
争
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
伝
え
る
バ
ト
ン
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私

た
ち
若
者
が
こ
の
バ
ト
ン
を
受

け
、
次
に
渡
し
て
い
く
時
代
で
す
。

渡
邉
智
子
さ
ん
（
区
内
在
勤
）

沖
縄
を
訪
れ

る
の
は
２
度
目

で
し
た
が
、
前

回
の
観
光
旅
行

と
は
全
く
違
う
印
象
を
抱
き
ま
し

た
。
日
本
で
唯
一
、
地
上
戦
が
行

わ
れ
た
沖
縄
は
戦
争
の
傷
跡
を
数

多
く
残
し
て
い
ま
し
た
。
過
去
に

あ
っ
た
出
来
事
を
知
る
と
い
う
の

は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
実
際
に
そ
の
場
所

に
出
向
き
、
直
接
話
を
聞
き
、
目

で
心
で
感
じ
る
と
い
う
の
は
何
物

に
も
代
え
難
い
で
す
。

沖
縄
派
遣

１０月３日（日）から
保健所で休日診療を開始
１０月３日（日）から、休日応急診療
を固定式にし、千代田保健所で対
応します。詳しくは６面をご覧く
ださい。

地
球
は
　
生
命
が
息
づ
く
　
か
け
が
え
の
な
い
星

こ
の
地
球
を
　
平
和
と
希
望
に
み
ち
た
　

輝
く
星
に
し
よ
う

過
去
　
私
た
ち
は
　
戦
争
を
経
験
し
た

多
く
の
人
び
と
が
傷
つ
き
　
犠
牲
と
な
っ
た

二
度
と
戦
争
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

か
た
く
誓
い
　
い
つ
ま
で
も
　
後
世
に
伝
え
て
い
こ
う

現
在
　
世
界
の
各
地
で
　
ま
だ
争
い
が
あ
る

飢
え
で
　
苦
し
ん
で
い
る
人
び
と
が
い
る

地
球
環
境
の
破
壊
が
　
つ
づ
い
て
い
る

今
は
も
う
自
分
た
ち
だ
け
の
平
和
と
安
全
を

考
え
る
時
代
で
は
な
い

国
際
都
市
千
代
田
区
に
住
み
　
働
き
　
学
ぶ
私
た
ち
は

世
界
の
人
び
と
と
　
連
帯
し
て
　
核
兵
器
を
な
く
し

平
和
な
世
界
を
築
き
あ
げ
よ
う

未
来
に
向
か
っ
て
　
世
界
の
人
び
と
と
　
友
好
を
深
め

同
じ
地
球
の
仲
間
と
し
て
　
お
互
い
を
理
解
し
あ
お
う

私
た
ち
は
　
世
界
の
恒
久
平
和
を
　
実
現
す
る
た
め
に

積
極
的
に
　
行
動
す
る
こ
と
を
　

こ
こ
に
宣
言
す
る

国
際
平
和
都
市
千
代
田
区
宣
言

平
成
７
年
３
月
１５
日
　
千
代
田
区

▲ひめゆりの塔での献花（沖縄県糸満市）



No. 1288 22.9.20（2）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

今
季
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
、
昨
年
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
を
含

め
た
ワ
ク
チ
ン
が
製
造
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
た
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
は
、
す
べ
て
の
国
民
を

対
象
に
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
区
は
、
こ
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
か
か

る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

※
こ
の
助
成
制
度
は
、
平
成
２２
年
第

３
回
区
議
会
定
例
会
で
の
予
算
審

議
・
議
決
を
経
て
実
施
し
ま
す
。

期
間

10
月
１
日

（金）
〜
平
成
23
年
３

月
31
日

（木）

場
所

区
内
ま
た
は
東
京
23
区
内
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

指
定
医
療
機
関

対
象

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
接
種
を

希
望
す
る
区
内
在
住
者

①
全
額
補
助
対
象
者
（
無
料
）

・
65
歳
以
上
の
方

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
・
呼

吸
器
疾
患
等
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
を
お
持
ち
の
方

・
非
課
税
世
帯

・
生
活
保
護
世
帯

②
一
部
補
助
対
象
者
（
自
己
負
担
は
、

接
種
１
回
目
・
２
回
目
＝
１
千

５００
円
）
／
接
種
不
可〈
予
診
の

み
〉＝
９００
円
）

・
０
歳
以
上
中
学
３
年
生
ま
で
の
方

※
０
歳
の
乳
児
は
、
医
師
と
よ
く
相

談
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数

０
歳
〜
12
歳
＝
２
回
、

13
歳
以
上
＝
１
回
　

※
全
額
補
助
の
高
齢
者
お
よ
び
一
部

補
助
対
象
者
に
は
、
予
防
接
種
予

診
票
、
お
知
ら
せ
な
ど
を
送
付
し

ま
す
。

※
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

1
５
２
１
１
―
８
１
７
２

10
月
１
日

（金）
か
ら
「
新
・
消
費
生

活
支
援
事
業
　
懸
賞
は
が
き
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
始
ま
り
ま
す
。

懸
賞
は
が
き
取
扱
加
盟
店
で
５００
円

以
上
の
買
物
や
飲
食
な
ど
を
す
る
と

も
ら
え
る
は
が
き
で
、
当
選
本
数
約

７００
本
で
総
額
２
千
万
円
相
当
の
賞
品

が
当
た
る
懸
賞
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
応

募
が
で
き
ま
す
。

は
が
き
の
配
布
期
間

10
月
１
日

（金）

〜
平
成
23
年
１
月
10
日

（祝）

※
各
店
の
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
。

応
募
締
切

平
成
23
年
１
月
14
日

（金）

（
必
着
）

※
抽
選
結
果
は
、
平
成
23
年
２
月
中

旬
の
発
送
を
も
っ
て
当
選
通
知
に

な
り
ま
す
。

取
扱
加
盟
店

区
内
７２４
店
舗
（
９
月

１
日
現
在
）

※
詳
し
く
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.chiyoda.lg.

jp/service/00087/d0008720.

htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

区
内
在
住
者
を
対
象
に
、
12
月
31

日
（金）
ま
で
利
用
で
き
る
「
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
」
も
実
施
中
で
す
。

６
月
下
旬
に
、
世
帯
主
へ
交
換
は
が

き
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、
区
民
生

活
課
（
区
役
所
２
階
）
ま
た
は
出
張

所
で
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

区
民
生
活
課
商
工
係

1
５
２
１
１
―
４
１
８
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を
助
成

懸
賞
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
新
・
消
費
生
活
支
援
事
業
」

１０
月
１
日
(金)
か
ら

▼登録手数料

自転車

原付（50cc以下）

区内在住者

区内在住者

その他の方

その他の方

高校生以下

３,０００円

６,０００円

３,０００円

３,５００円
７,０００円

区
民
の
皆
さ
ん
が
、
区
内
の
大
学

や
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
講

座
や
講
習
会
を
受
講
し
た
場
合
に
、

受
講
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
10
月
１
日

（金）
か
ら
配

布
予
定
の
「
申
請
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
後
期
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
者

補
助
額

受
講
料
の
２
分
の
１
（
年

間
１
万
円
ま
で
、
１
千
円
未
満
の

端
数
切
り
捨
て
）

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
場
所

九
段

生
涯
学
習
館
（
九
段
南
１
―
５
―

10
）、
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
区
役
所

２
階
）、
出
張
所
等
区
立
施
設
と

対
象
講
座
の
行
わ
れ
る
民
間
学
習

機
関

対
象
講
座

次
の
民
間
学
習
機
関
で

開
催
さ
れ
る
趣
味
や
教
養
に
関
す

る
講
座
・
講
習
会

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

・
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ

・
池
坊
お
茶
の
水
学
院

・
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館

・
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

・
科
学
技
術
館
パ
ソ
コ
ン
道
場

・
神
田
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
プ
ー
ル
・
江

戸
遊

・
神
田
外
語
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

・
神
田
塾
／
神
田
外
語
学
院

・
共
立
ア
カ
デ
ミ
ー

・
首
都
大
学
東
京
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ

・
小
学
館
ア
カ
デ
ミ
ー

・
城
西
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
駿
台
Ｓ
Ｔ
Ｃ
ス
ク
ー
ル

・
ソ
フ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

レ
ッ
ジ
（
上
智
大
学
公
開
講
座
）

・
中
央
大
学
ク
レ
セ
ン
ト
ア
カ
デ

ミ
ー

・
東
京
會
舘
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

・
東
京
理
科
大
学
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

・
日
仏
文
化
協
会

・
日
テ
レ
学
院

・
日
本
健
康
太
極
拳
協
会

・
日
本
大
学
総
合
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

・
ヌ
ー
ベ
ル
エ
コ
ー
ル

・
ハ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ

・
法
政
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

カ
レ
ッ
ジ

・
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
協
会

・
毎
日
文
化
セ
ン
タ
ー

・
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
・
ア
カ
デ

ミ
ー

・
Ｌ
Ｅ
Ｃ
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

大
学

※
手
続
き
方
法
等
詳
し
く
は
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
生
涯
学
習
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

九
段
生
涯
学
習
館

1
３
２
３
４
―
２
８
４
１

http://w
w
w
.kudan-ll

（
エ
ル

エ
ル
）.info

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
関
心

を
持
ち
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

運
動
の
基
本

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

①
夕
暮
れ
ど
き
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

（
特
に
反
射
用
品
等
の
着
用
の
推

進
）

②
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

反
射
材
の
有
効
性

車
の
ラ
イ
ト
な

ど
が
当
た
る
と
光
を
反
射
し
、
反

射
材
を
付
け
て
い
る
人
は
車
の
運

転
者
か
ら
１２０
m
く
ら
い
離
れ
て
い

て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。反
射
材
用
品
は
腕
や
足
な
ど
、

歩
く
と
動
く
部
分
に
付
け
る
と
、

よ
り
効
果
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

道
路
公
園
課
事
業
調
整
主

査
　
　
1
５
２
１
１
―
４
２
３
９

町
警
察
署

1
３
２
３
４
―
０
１
１
０

丸
の
内
警
察
署

1
３
２
１
３
―
０
１
１
０

神
田
警
察
署

1
３
２
９
５
―
０
１
１
０

万
世
橋
警
察
署

1
３
２
５
７
―
０
１
１
０

秋秋のの千千代代田田区区
交交通通安安全全運運動動

やさしさが走るこの街この道路

９月２１日（火）～３０日（木）

区
内
４
警
察
署
と
区
内
４
防
犯

協
会
、
各
ビ
ル
防
犯
協
会
・
協
力

会
・
協
議
会
の
共
同
主
催
で
、
地

域
安
全
運
動
を
推
進
す
る
た
め

「
千
代
田
区
民
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
す
。

今
年
は
、
子
ど
も
と
女
性
の
犯

罪
被
害
防
止
、
侵
入
盗
被
害
防
止
、

万
引
き
・
自
転
車
盗
の
防
止
等
を

重
点
に
、
運
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
事
前
に
近
く
の
警
察
署
へ

連
絡
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
５
日

（火）
13
時
３０
分
〜

会
場

九
段
会
館
（
九
段
南
１
―

６
―
５
）

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
者

内
容

式
典
／
防
犯
講
話
／
歌
謡

シ
ョ
ー
（
多
岐
川
舞
子
さ
ん
）

問
合
せ

丸
の
内
警
察
署

1
３
２
１
３
―
０
１
１
０

町
警
察
署

1
３
２
３
４
―
０
１
１
０

神
田
警
察
署

1
３
２
９
５
―
０
１
１
０

万
世
橋
警
察
署

1
３
２
５
７
―
０
１
１
０

※
い
ず
れ
の
警
察
署
も
生
活
安
全

課
防
犯
係

（区）
安
全
生
活
課
安
全
危
機
管
理

係
　
1
５
２
１
１
―
４
２
５
１

平
成
２２
年
全
国
地
域
安
全
運
動

千
代
田
区
民
の
つ
ど
い

こ
こ
ろ
が
つ
ら
い
と
き
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

次
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

・
東
京
い
の
ち
の
電
話
　

２４
時
間
（
年
中
無
休
）

1
３
２
６
４
―
４
３
４
３

・
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

２０
時
〜
翌
朝
６
時
（
年
中
無
休
）

1
５
２
８
６
―
９
０
９
０

・
東
京
都
夜
間
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
　

１７
時
〜
２１
時
３０
分

1
５
１
５
５
―
５
０
２
８

・
都
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

月
〜
金
曜（
祝
日
を
除
く
）９
時
〜

17
時
　
1
３
８
４
２
―
０
９
４
６

・
千
代
田
保
健
所
の
相
談

1
５
２
１
１
―
８
１
７
５

①
保
健
師
に
よ
る
相
談

月
〜
金
曜（
祝
日
を
除
く
）８
時
３０

分
〜
17
時

②
心
の
相
談
室
（
精
神
科
医
に
よ
る

来
所
相
談
）

第
１
木
曜
・
第
３
金
曜
13
時
30
分

〜
15
時
30
分（
予
約
制
・
区
民
優

先
）

一
人
で
悩
ま
ず
早
め
の
相
談
を

3

1

2

11
・
12
神
田
警
察
通
り
Ｊ
Ｒ
ガ
ー

ド
下
）
③
市
ヶ
谷
駅
自
転
車
駐
車

場
（
九
段
北
４
―
４
外
濠
公
園
お

よ
び
靖
国
通
り
）

利
用
期
間

10
月
１
日

（金）
〜
平
成
23

年
９
月
30
日

（金）
の
１
年
間

申
込
み

９
月
24
日

（金）
か
ら
、
所
定

の
申
請
書（
安
全
生
活
課
、
出
張

所
、
各
駐
輪
場
に
あ
り
ま
す
）に

必
要
書
類
（
区
内
在
住
者
は
住
所

を
証
明
す
る
も
の
、
高
校
生
以
下

は
学
生
証
の
写
し
な
ど
）
を
添
え

て
郵
送
ま
た
は
直
接
安
全
生
活
課

路
上
障
害
物
対
策
係
（
〒
１０２
―
８６８８

九
段
南
１
―
２
―
１
区
役
所
５
階

区
民
の
受
講
料
を
補
助

講
座
講
習
会
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度

９
月
は
東
京
都
の
自
殺
対
策
強
化
月
間

自転車駐車場
利用者募集

神田駅第１・第２、市ヶ谷駅

次
の
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
者
を

申
込
順
で
募
集
し
ま
す

場
所

①
神
田
駅
第
１
自
転
車
駐
車

場
（
鍛
冶
町
２
―
13
・
14
多
町
通

り
Ｊ
Ｒ
ガ
ー
ド
下
）
②
神
田
駅
第

２
自
転
車
駐
車
場
（
鍛
治
町
２
―

1
５
２
１
１
―
４
３
４
５
〈
平

日
８
時
30
分
〜
17
時
〉）
へ
。

※
現
在
利
用
し
て
い
る
方
も
９
月
30

日
（木）
で
期
限
が
切
れ
て
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
原
動
機
付
自
転
車（
50
cc
以
下
）

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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区
民
集
会
は
、
昭
和
58
年
か
ら
区

民
と
区
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
区
政

の
課
題
を
議
論
す
る
場
と
し
て
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
は
、

皇
居
や
そ
の
周
辺
の
自
然
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
観
光
と
結
び
付
け
て
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
江
戸
城
―
皇
居
と
い
う

素
晴
ら
し
い
財
産
が
区
内
に
存
在
す

る
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
、
各
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
活
発
に
す

る
き
っ
か
け
や
、
皇
居
周
辺
の
景
観

を
整
備
す
る
た
め
の
足
が
か
り
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
千
代
田
の
景
観
と
観
光
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

と
き

10
月
14
日

（木）
18
時
30
分
〜
21

時
会
場

明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー

１
階
リ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
神
田
駿

河
台
１
―
１
）

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

４００
名（
連
合
町
会
枠
３００
名
、
一
般

募
集
枠
〈
申
込
順
〉
１００
名
）

基
調
講
演

テ
ー
マ
＝「
江
戸
時
代

の
武
士
と
庶
民
、
そ
し
て
現
代
社

会
」
、
講
師
＝
徳
川
恒
孝

つ
ね
な
り

さ
ん

（
徳
川
宗
家
18
代
当
主
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー

マ
＝
「
江
戸
か
ら
現
代
、
そ
し
て

未
来
へ
　
―
千
代
田
の
魅
力
を
再

発
見
―
」
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝

青
山
　
さ
ん（
明
治
大
学
大
学
院

教
授
）、パ
ネ
リ
ス
ト
＝
高
木
茂
さ

ん（
千
代
田
区
観
光
協
会
会
長
）・

太
田
資
暁

す
け
あ
き

さ
ん（
太
田
道
灌
公
第

18
代
目
子
孫
）・
山
王
テ
イ
子
さ
ん

（
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

申
込
期
限

９
月
30
日

（木）

■
江
戸
城
ウ
ォ
ー
ク

皇
居
の
お
濠
や
緑
の
美
し
い
眺
望

と
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
歴
史
的
な

建
造
物
に
よ
る
魅
力
的
な
空
間
を
、

ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
徒

歩
で
巡
り
ま
す
。

と
き

10
月
30
日

（土）
13
時
30
分
〜
17

時
対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

８０
名（
連
合
町
会
枠
40
名
、
一
般

募
集
枠
40
名
）

申
込
期
限

10
月
13
日

（水）

■
オ
ー
プ
ン
バ
ス
か
ら
眺
め
る
千
代

田
の
史
跡
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

バ
ス
で
皇
居
周
辺
を
巡
り
ま
す
。

と
き

10
月
30
日

（土）
①
９
時
〜
②
10

時
15
分
〜
③
11
時
30
分
〜
④
13
時

30
分
〜
⑤
14
時
45
分
〜
⑥
16
時
〜

※
所
要
時
間
は
１
時
間
程
度

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

２５０
名（
連
合
町
会
枠
１５０
名
、
一
般

募
集
枠
１００
名
）

申
込
期
限

10
月
13
日

（水）

―
い
ず
れ
も
―

申
込
み

申
込
期
限
ま
で
に
電
話
ま

た
は
指
定
の
申
込
用
紙
（
ち
よ
だ

区
議
会
だ
よ
り
　
２０１
に
添
付
）

を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
区
議
会
事
務

局
（
1
５
２
１
１
―
４
２
９
７
6

３
２
８
８
―
５
９
２
０
）へ
。

※
区
民
集
会
の
詳
し
い
内
容
等
は

「
ち
よ
だ
区
議
会
だ
よ
り
　
２０１
」

ま
た
は
区
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kugikai.city.chiyoda.

tokyo.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆広報千代田では有料広告を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211-4174☆
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省
エ
ネ
相
談
窓
口
を
開
設

「
家
庭
で
簡

単
に
取
り
組
め

る
省
エ
ネ
対
策

は
？
」「
事
業
所
で
効
果
的
な
省
エ

ネ
対
策
っ
て
何
？
」
な
ど
、
温
暖

化
対
策
と
い
っ
て
も
何
か
ら
始
め

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

う
し
た
疑
問
・
質
問
に
応
え
る
た

め
、
10
月
か
ら
総
合
的
な
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
等
の
相
談
を
受
け
る

「
省
エ
ネ
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま

す
。
電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
省
エ
ネ
相
談
窓
口
の
概
要

場
所

環
境
・
温
暖
化
対
策
課
内

（
区
役
所
５
階
）

開
設
時
間

平
日
８
時
３０
分
〜
１７

時
電
話
　

1
５
２
１
１
―
４
２
５
６

■
窓
口
の
主
な
役
割
・
機
能

①
省
エ
ネ
対
策
の
紹
介
や
省
エ
ネ

機
器
を
導
入
す
る
際
の
助
成
制

度
の
活
用
等
の
ア
ド
バ
イ
ス

②
10
月
か
ら
開
始
の
「
千
代
田
区

建
築
物
環
境
計
画
書
」
＝
上
記

関
連
記
事
＝
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法

律
（
省
エ
ネ
法
）
に
基
づ
く
省

エ
ネ
計
画
書
の
届
出
の
受
付
・

相
談
・
指
導
等

③
屋
上
緑
化
や
高
反
射
率
塗
装
な

ど
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

の
相
談

次
回
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
の
社
会
実
験
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
６

省
エ
ネ
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

中
小
規
模
建
築
物
を
新
築
す
る
際

の
省
エ
ネ
対
策
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
対
策
等
を
定
め
た
、
区
独
自
の

「
建
築
物
環
境
計
画
書
制
度
」
が
10

月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
建
築
主
に
環
境
配

慮
へ
の
自
主
的
な
取
組
み
を
促
し
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
と
太
陽
光
発
電
等

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な

ど
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
取
組
み
に
つ

い
て「
建
築
物
環
境
計
画
書
」の
提
出

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

■
届
出
対
象
建
築
物

延
床
面
積
３００

〜
５
千
　
以
下
の

新
築
・
増
改
築
の
建
物

■
用
途
・
規
模
別
の
取
組
み

①
住
宅（
３００

以
上
〜
５
千
　
以

下
）＝
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
に
関
す
る
法
律（
以
下
、
省

エ
ネ
法
）に
定
め
る
基
準
の
達
成

を
目
指
し
ま
す
。

②
事
務
所
・
店
舗
等（
非
住
宅
、
３００

以
上
〜
２
千
　
未
満
）＝
省
エ

ネ
法
の
基
準
達
成
に
加
え
、
建
築

物
の
断
熱
性
能
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

③
事
務
所
・
店
舗
等
（
非
住
宅
、
２

千
　
以
上
〜
５
千
　
以
下
）＝
省

エ
ネ
基
準
の
10
％
削
減
水
準
で
あ

る
「
省
エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル
支
援

法
に
よ
る
建
築
主
の
努
力
指
針

（
平
成
11
年
告
示
）」
へ
の
対
応
を

目
指
し
ま
す
。

■
相
談
窓
口
を
開
設

制
度
開
始
に
伴
い
、
省
エ
ネ
相
談

窓
口
を
環
境
・
温
暖
化
対
策
課
内
に

開
設
し
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
関
連

記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
行
の
省
エ
ネ
法
に
基
づ

く
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
書
の
届
出
先

を
、
10
月
１
日
よ
り
建
築
指
導
課

か
ら
環
境
・
温
暖
化
対
策
課
に
変
更

し
ま
す
。

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
６

千
代
田
区
建
築
物
環
境
計
画
書
制
度

１０
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23
年
７

月
24
日
に
す
べ
て
の
放
送
が
終
了

（
完
全
停
波
）
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で

に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
以
下
、

地
デ
ジ
）を
視
聴
す
る
た
め
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
地
デ
ジ
視
聴
に
必
要
な
も
の

地
デ
ジ
の
視
聴
に
は
、
地
デ
ジ
対

応
の
受
信
機
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が

必
要
で
す
。
受
信
機
は
、
新
た
に
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
ほ
か
、

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り
付
け

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
新

た
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
を
し

て
視
聴
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

地デジの準備は
お早めに

アナログ放送終了まで１年切る

m２
m２

m２

m２

m２
m２

No.

No.

中
小
規
模
建
築
物
の
省
エ
ネ
を
目
的
に

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入（
電
波

障
害
対
策
で
の
加
入
を
含
む
）し

て
い
る
方
の
対
策

地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
に
は
、
契

約
変
更
（
ア
ナ
ロ
グ
放
送→

デ
ジ

タ
ル
放
送
）
の
手
続
き
を
す
る
か
、

受
信
障
害
が
解
消
さ
れ
る
場
合
は
、

自
宅
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
設
置

し
て
視
聴
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■
共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
等
で
の
対
策

①
共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
で
テ
レ
ビ
を

ご
覧
の
方
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

た
め
の
改
修
工
事
が
必
要
で
す
。

②
ビ
ル
陰
な
ど
が
原
因
の
受
信
障

害
対
策
共
聴
施
設
で
テ
レ
ビ
を

ご
覧
の
方
で
、
受
信
障
害
が
解

消
さ
れ
る
場
合
は
、
自
宅
に
Ｕ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
視

聴
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
が
近
づ

く
に
つ
れ
、
工
事
が
集
中
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

地
デ
ジ
の
視
聴
の
準
備
に
あ
た

り
「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」「
テ
レ
ビ
を
買
っ
た
の
に
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
な
い
」

と
い
う
方
は
、
デ
ジ
サ
ポ
（
総
務

省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

デ
ジ
サ
ポ
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
政
府
は
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
購
入

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
購
入
期

限
は
今
年
の
12
月
末
ま
で
で
す
の

で
、
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
、
ア
ン
テ

ナ
工
事
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
経
済
的
な
支
援
も

経
済
的
な
理
由
等
で
、
地
デ
ジ

に
対
応
で
き
な
い
世
帯（
非
課
税
の

障
害
者
世
帯
な
ど
）に
対
し
て
、
簡

易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も

平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了

し
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

総
務
省
　
東
京
都
中
央
テ

レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
デ

ジ
サ
ポ
東
京
中
央
）

1
６
７
４
３
―
０
５
０
０

http://digisuppo.jp/

総
務
省
　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー（
平
日
９
時

〜
21
時
、
土
・
日
・
祝
日
９
時

〜
18
時
）

1
０
５
７
０
―
０
３
３
８
４
０

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
1

０
４
４
―
９
６
９
―
５
４
２
５
）

http://w
w
w
.chidejishien.jp/

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、

東
京
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（株）

（
1
３
８
１
４
―
２
６
０
０
〈
年

中
無
休
・
９
時
30
分
〜
18
時
〉）へ
。

m２

m２

区民集会を開催

江戸城―皇居の素晴らしさを
再認識することなどを目的に

選挙人名簿定時登録者数
（平成22年9月2日現在）

男　 ２０,０５５人 （＋２５０人）
女　 ２０,７０６人 （＋３５３人）
合計　 ４０,７６１人 （＋６０３人）

選挙管理委員会事務局1５２１１－４２６８

※（ ）内は前年比較

や
す
し



とき １０月１４日(木)正午～午後２時
３０分
会場 西神田公園(西神田２－３－
１１・雨天時は高齢者センター)
対象 ①各地区長寿会の会員
②高齢者センター利用者
③６０歳以上の区内在住者
申込み 対象①の方＝各地区の長
寿会担当者へ。／対象②③の方＝
９月２７日(月)から高齢者センター
の利用証または住所・年齢の確認
できるもの持って高齢者センター
窓口(神田神保町２－２０1３２６５
－３９８１)へ。
※申込みのときに当日のチケット
を配布します。

介護保険施設などでサポーター
活動をすると、換金可能なスタン

プがもらえます。事前説明を受け
ると手帳が交付されます。ぜひ参
加してください。また、活動受入
が可能な施設にジロール麹町が増
えました。
対象 介護保険料を滞納していな
い６５歳以上の区内在住者
申込み 電話で、ちよだボランテ
ィアセンター(1５２８２－３７１６)
へ。

介護保険サービスや区の保健福
祉サービスなどを学びましょう。
とき ９月２５日(土)午後１時３０分～３時
会場 かんだ連雀１階ホール(神田
淡路町２－８－１)
講師 高齢介護課職員、高齢者あ
んしんセンター神田職員　　　
申込み 前日までに電話またはフ
ァクシミリ（７面参照）で高齢者あ
んしんセンター神田(1５２９７－
２２５５6５２９７－２２５６）へ。

「良く生き、良い死を迎えるために
そのⅡ」～世界一の長寿国の意味～
生あるものは必ず死を迎え、そ

の過程で人もまた老いていきます。
「生きる・老いる・死」とはどうい
うことか考えましょう。
とき ９月３０日(木)午後２時３０分～４
時３０分
会場 岩本町ほほえみプラザ１階
ホール(岩本町２－１５－３)
講師 内野滋雄さん(東京医科大学
名誉教授)
問合せ ９月２７日(月)までに電話ま
たはファクシミリ（７面参照）で岩
本町ほほえみプラザ(1５８２５－
３４０７6５８２５－３４０８)また
は、かんだ連雀(1３２５２－８８１５
6３２５２－８８１６)へ。

区に登録している介護人のサー
ビスを利用した場合、その時間に
応じた費用の一部を区が助成しま
す。
※介護保険や障害者自立支援法の
介護給付の利用者は対象外です。

対象 区内在住・在宅で身体障害者
手帳１・２級・愛の手帳１～３度・
精神障害者保健福祉手帳１～３
級・脳性麻痺（まひ）・発達障害・高
次脳機能障害・難病の方
利用回数 年間２０日（１回７日以内）
自己負担 費用の１割
生活福祉課障害者支援係

1５２１１－４２１７

１０月１７日(日)開催の区民体育大会
（１面参照）に障害のある方を招待し
ます。
対象 身体障害者手帳・愛の手帳
または精神障害者保健福祉手帳を
お持ちの区内在住者２０名(抽選)
申込み １０月１日(金)までに電話また
はファクシミリ(７面参照)に手帳
種別・等級・付き添いが必要な場
合は付添者の氏名を記入し生活福
祉課障害者福祉係(1５２１１
－４２１４6３２６４－０９２７)
へ。
※招待が決定した方には、案内を
送ります。

No. 1288 22.9.20（4）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

緊急介護人サービス

と　き 内　容 定員・参加費会場および集合場所

ジロールはあとサロン
（神田佐久間町３－１６－６）リボンレイ作り１０月７日（木）

午後１時３０分～

かんだ連雀はあとサロン
（神田淡路町２－８－１）

１０月５日（火）
午後２時～

三崎町ふれあいサロン
（三崎町３－１－１７）

１０月２５日（月）
午後１時３０分～

フラワーリース作り

中国楽器の演奏会

※各サロンは週２日～５日開室。このほかにもいろいろなプログラムを用意しています。

はあとサロン
高齢者が気軽に立ち寄れる交流スペースです。

対　象　６０歳以上の区内在住者（申込順）　
申込み　前日までに、各サロンへ直接申し込むか
　電話またはファクシミリ（７面参照）で社会福祉
　協議会（1５２８２－３７１１6５２８２－３７１８）へ。　

１０名
無料

１５名
無料

１０月１３日（水）
午後１時３０分～

ハンドマッサージ

一番町はあとサロン
（一番町１２）

５名
３００円

５名
１５０円

福祉まつり　コンシェルジュ募集
１０月２３日（土）に開催する福祉まつ
りの、来場者の案内や質問受付など
をするコンシェルジュを募集します。
とき １０月２３日（土）①午前１０時３０
分～午後１時(午前１０時１５分集
合)／②午後１時～４時(午後０時
４５分集合）
※福祉まつりの開催時間は午前１１
時～午後４時です。

会場 区役所(福祉まつり会場)
内容 来場者への内容や見どころ
の案内／高齢者や車いすの方の付

き添い
■事前説明会
とき １０月１５日(金)午後６時３０分～８時
会場 区役所４階４０３会議室
定員 ①②各１０名(申込順)
申込み １０月７日(木)までに電話・
ファクシミリまたはＥメール（７
面参照）で、ちよだボランティア
センター ( 西神田１－３－４1

５２８２－３７１６6５２８２－３７１８
○ volunteer@chiyoda-cosw.
or. jp)へ。

 

保健ガイド（予約制） 
 と　　き 

 

 

 事 業 名 ・ 対 象 な ど  

  

 

 

実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北１－２－１４） 
1５２１１－８１６１　6５２１１－８１９２ 

１０/１（金）・８（金）・１５（金）・２２（金） 
午前９時３０分～午後２時３０分 
 

一般精神デイケア  
　区内在住で心の病気のある方 

機能訓練  
　要介護認定を受けていない２０歳以上の区内 
　在住で身体の機能維持・回復を必要としてい 
　る方 

 

難病リハビリ教室（相談・指導） １０/２７（水）午後１時３０分～３時 

在宅療養者訪問指導 
（保健師・理学療法士） 

随時実施 

１０/６（水）・１３（水）・２０（水）・２７（水） 
午前９時３０分～１１時 
午後１時３０分～３時 
※２７日（水）は午前のみ 
 

 

▲昌平音楽祭（昌平小学校）

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。

会　　場 と　　　き 毎週 

いきいきプラザ一番町（一番町１２） 

岩本町ほほえみプラザ（岩本町２－１５－３） 

高齢者センター（神田神保町２－２０） 

神田公園区民館（神田司町２－２） 

ちよだパークサイドプラザ（神田和泉町１） 

富士見あんず館（富士見１－１１－８） 

神田児童館（外神田３－４－７昌平童夢館５階） 

１０/５・１２・１９・２６ 午前１０時～正午 

１０/４・１８・２５ 午前１０時～正午 

１０/６・１３・２０・２７  午前１０時～正午  

１０/６・１３・２０・２７ 午後1時３０分～３時３０分 

１０/７・１４・２１・２８ 午前１０時～正午 

１０/７・１４・２１・２８ 午後1時３０分～３時３０分 

１０/１・１５ 午後1時３０分～３時３０分 

１０/８・２２ 午後1時３０分～３時３０分 

１０/４・１８・２５ 午後２時～４時 

１０/５・１２・１９・２６ 午後1時３０分～３時３０分 

富士見区民館 （富士見１－６－７） 

かんだ連雀 （神田淡路町２－８－１） 

　町区民館 （　町２－８） 

 

火 

火 

水 

水 

木 

木 

第１・３ 
金 
第２・４ 
金 

月 

月 

高齢介護課介護予防係　1５２１１－４２２２ 
※区内在住で６５歳以上の方、当日直接会場へ。 シルバートレーニングスタジオ 

 

 

健康マージャン初心者教室参加者募集

とき １０月２０日～平成２３年３月２３
日の毎週水曜(１１/３・１２/２９・１/５を
除く全２０回)午前９時３０分～午後
０時３０分

会場 社会福祉協議会
対象 区内在住で６５歳以上のマージ
ャン初心者１６名(申込順)
参加費 ２６,０００円(1回あたり１,３００円)
※講義資料が別途５００円かかります。
講師 日本健康麻将協会
申込み １０月１４日(木)(必着)までにハ
ガキ・電話・ファクシミリまたは
Ｅメール(７面参照)で社会福祉協
議会(〒１０１－００６５西神田１－３－４
西神田庁舎４階1５２８２－３７１１
6５２８２－３７１８ ○ch i i k i@
chiyoda-cosw.or.jp)へ。

講演会

介護保険サポーターポイント制度

千代田区高齢者
ふれあい秋まつり

区民体育大会に招待

神田で元気にながいき教室

9月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０

10月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

３１
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
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■ 町保育園「マザーズドリーム」
子どもとの交流体験など。１０月５日

(火)１０時～１２時、区内在住の妊婦５名
(申込順)、三番町７1３２６１－７９６０、９月
２８日(火)までに要予約
■神田保育園「移動動物園へあそびに
きませんか」
１０月２０日(水)１０時～１２時、神田児童
公園(神田司町２－２)、1３２５３－６２５８
■四番町保育園「大きくなったかな」
保育園入園前の子どもの身長・体重

を測ります。１０月６日（水）９時２０分～１４
時３０分、四番町１１1３２３４－２２６９、要
予約
■いずみこども園「いずみキッズ・子
育てほっとステーション」
９月２９日～１０月２７日の毎週水曜
(１０/１３を除く）１０時３０分～１１時４０分、０歳
～５歳までの未就園児、神田和泉町11
３８６６－９９３８

■神田児童館「らんま先生のｅｃｏ実験
パフォーマンスショー」
地球へのメッセージをこめた知的体

験型パフォーマンスを行います。講師
は「ストップ温暖化チーム・マイナス
６％」のスペシャルチーム員のらんま
先生(本名・石渡学さん)です。
１０月６日(水)１４時３０分～１５時３０分、区内
在住・在学・在園の方
「乳幼児親子バスハイク」
親子でバスに乗ってシーパラダイス

であそんじゃおう。
１０月１２日(火)９時～１５時、横浜八景島

シーパラダイス（横浜市金沢区）、区内
在住の乳幼児親子５０名(申込順)、参加
費＝大人２,４３０円・乳幼児７２０円

―いずれも―
電話または直接神田児童館(外神田

３－４－７1３２５３－６０２１)へ。
■西神田児童センター「親子バスハイ
ク　ポティロンの森」
収穫体験・小動物とのふれあい体

験・手作り体験など。
１０月２３日(土)８時３０分出発・１７時帰
着予定、ポティロンの森(茨城県稲敷
市・雨天時は鉄道博物館)、区内在住・
在学・在園の親子８０名（申込順）、参加
費＝大人８００円・小人(４歳～小学生)
４００円(収穫体験や有料体験は別料金)、
直接西神田児童センター(西神田２－
６－２1５２１５－９０６２)へ。

■小・中学生水泳教室　めざせ25ｍ
１１月１４日～１２月１２日の毎週日曜(全５
回)１０時～１０時５０分(準備体操は９時５５
分～）、小・中学生２０名(抽選)、参加
費＝３,０００円、１１月４日(木)(必着)までに
往復ハガキ(７面参照・1人１枚)に学校
名・学年を記入しスポーツセンターへ。
■親子水泳教室
１１月６日～１２月１１日の毎週土曜(全
６回)１０時～１０時５０分(準備体操は９時
５０分～)、３歳以上就学前の幼児とその
保護者１０組(抽選)、参加費＝４,８００円、
１０月２６日(火)(必着)までに往復ハガキ
(７面参照・１人１枚)に性別を記入し
スポーツセンターへ。

―いずれも―
会場 スポーツセンター(〒１０１－００４７
内神田２－１－８1３２５６－８４４４)
講師 ミズノ専属インストラクター
※館内の入場は、準備体操の１５分前～

子育ての悩みや困ったことなど「私」
にあった対処法を見つけませんか。子
育て中の保護者の支えになる講座とし
て、多くの方の参加があります。
１１月８日～１２月１３日の毎週月曜(全６
回)１０時～１２時、神田児童館(外神田
３－４－７)、区内在住の３か月～1歳
の子どもがいる保護者１６名(全回参加
できる方・申込順〈初めて参加する方
優先〉)、講師＝古賀美由紀さん(臨床
心理士)、参加費＝４００円(お茶代)、９月
２１日(火)９時から電話で児童・家庭支
援センター(1５２９８－２４２４)へ。

健康ちぇっく（予約制）
 と　　き 事 業 名 ・ 対 象 な ど

　

食べ方相談室
　区内在住の乳幼児の保護者
・食事に時間がかかる、丸飲みする、好き嫌いが多い、口にた
　めて飲み込まないなど、子どもの食べ方に関する相談

栄養相談
　生活習慣病の予防と改善、離乳食など食事に関する相談

まま・ぱぱ相談
　主に初妊婦（妊娠中期）とその家族

アレルギー相談
　０歳～１５歳のアレルギー相談

実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北１－２－１４）
1５２１１－８１６１　6５２１１－８１９２ 

歯科保健相談（歯科健診）
　区内在住の乳幼児・学童・妊産婦の方
※歯科健診やむし歯予防のためのフッ化物塗布などを行い
　ます。

もぐもぐ教室
　区内在住の６か月児と保護者
・食べ方の発達や離乳食に関する講習会、予約不要（対象
　者には通知します）

随時受付９時～１７時

９/２７（月）、１０/４（月）・１８（月）
１３時３０分～１６時

１０/１２（火）１４時３０分～１５時

１０/１９（火）１３時３０分～１５時

１０/１９（火）１５時３０分～１６時３０分

１０/１（金）１４時～１５時３０分

１０/６（水）・１４（木）１３時～１６時
１０/９（土）・１３（水）・２７（水）９時～１１時

ビーバー教室
　区内在住の１４か月児とその保護者
・離乳完了期のお口の機能に合わせた食べ方やむし歯予防
　のポイント

保育園・こども園

■ 町保育園13261－7960
１０月２３日(土)９時１５分～１２時、九段
小学校校庭(三番町１６・雨天時は同校
講堂)
■神田保育園13253－6258
１０月１６日(土)９時１５分～１２時、昌平
小学校４階体育室（外神田３－４－７）
■西神田保育園15215－9060
１０月９日(土)９時１５分～１２時、西神

田公園(西神田２－３－１１・雨天時は西
神田児童センター〈西神田２－６－２〉)
■四番町保育園13234－2269
１０月９日(土)９時１５分～１２時、九段

小学校校庭(三番町１６・雨天時は同校
講堂)

―いずれも―
問合せ 子ども支援課 1５２１１－４２２９

■ 町幼稚園「おやこでスポーツ」
１０月９日(土)９時～１１時３０分、 町２－

８1３２６３－７３３０
■九段幼稚園「げんきにあそぼ」
１０月１６日(土)９時～１１時４５分、三番町

１６1３２６３－０５６７
■番町幼稚園「親子スポーツデー2010」
１０月１６日(土)８時５０分～１１時４０分、六
番町８1３２６３－３７２５
■お茶の水幼稚園「ふれあいスポーツ
デー」
１０月９日(土)９時～１１時３０分、猿楽

町１－１－１1３２９１－８２１１
■千代田幼稚園「親子運動日」
１０月１６日(土)９時～１１時３０分、神田
司町２－１６1３２５６－１７０９
■昌平幼稚園「親子運動会　がんばれ
しょうへいキッズ」
１０月９日(土)９時～１１時２０分、外神田

３－４－７1３２５１－０７６８
■いずみこども園「親子運動会」
１０月１６日(土)８時５０分～１１時４０分、神
田和泉町１1３８６６－９９３８
■ふじみこども園「運動会」
１０月９日(土)８時５０分～１２時、富士見
１－１０－３1３２６３－１００９

―いずれも―
会場 各園に併設の小学校校庭(雨天
時は体育館または講堂）
問合せ 指導課　　　 1５２１１－４２８６

※託児サービス（要予約）あり。

アトピー性皮膚炎や乾燥肌は、正し
いスキンケアで悪化を防止できます。
今回は、スキンケアや薬の使用法を学
びます。
１０月２６日(火)１０時３０分～１２時、千代田
保健所３階 (九段北１－２－１４)、乳幼児
～中学生のいる区内在住の保護者４０名
(申込順)、内容＝子どものアトピー性
皮膚炎の予防と治療／住まいのアレル
ギー対策、講師＝二村昌樹さん((独)国
立成育医療研究センター医師)など、
電話・ファクシミリまたはＥメール
(７面参照)で健康推進課保健予防係

（1５２１１－８１７２6５２１１－８１９２Ｍ
kenkousuishin@city.chiyoda.lg.jp)へ。

１０月から５歳児健診が始まります。
５歳児は基本的な生活習慣が確立し、
社会性を身につける重要な時期です。
運動機能や情緒の発達期にある５歳の
児童に、健康診査を１０月から新たに実
施します。対象者には通知します。
１０月５日(火)１３時３０分～１４時３０分、千
代田保健所(九段北１－２－１４)、平成
１７年１０・１１月生まれの児童、診査内
容＝身体測定・診察・歯科相談・栄養相
談・保健相談・子育て相談など
健康推進課保健予防係1５２１１－８１７２

秋秋 のの 運運 動動 会会

今年の３月３１日現在区内在住で、
中学校修了前までの子どもを養育す
る保護者(家計の中心者)は、９月３０日
(木)までに申請しないと、４月から申請

月までの手当が受給できません。忘
れずに申請してください。
子ども支援課手当・医療係

1５２１１－４２３０

申請期限は９月３０日(木) 子ども手当

児童館・児童センター

スポーツセンター水泳教室

完璧な親なんていない
ノーバディーズ・パーフェクト

保育園

幼稚園・こども園

５歳児健診を開始します
アレルギー予防教室

▲富士見キッズフェス（富士見小学校）

ふじみこども園は、１０月１日(金)から、
認証保育所のポピンズナーサリースク
ール一番町に続き、病後児保育を開始
します。
病後児保育は、かぜ・骨折・やけど

等が安定した状態で、安静にしていれ
ば回復に向かうと医師が判断した子ど
もを保育するものです。感染症等によ
り保育中の治療が必要な場合は、利用
できません。
利用時間 月～金曜（祝休日を除く）
の８時３０分～１７時３０分

対象 病気の回復期にある区内在住の
生後６か月から就学前の子ども1日
につき２名
利用料 子ども1人につき1日２,０００円
(昼食・おやつは別料金)
申込み 利用日前日までに電話でふ
じみこども園(富士見１－１０－３1

３２６３－１００９)へ。
※利用を希望する方は、事前に登録が
必要です。
子ども支援課支援係　1５２１１－４２２９

病後児保育をふじみこども園に拡大

▲九段幼稚園▲神田保育園
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台風や集中豪雨などで被害を受けた
方には、税金（納期の到来していない
もの）を被災の程度などによって、軽
減または免除する制度があります。ま
た、被害にあって税金を一度に納める
ことができない方には、納税の猶予制
度もあります。
いずれも「り災証明書」などを添え

て、納税者からの申請が必要になりま
す。詳しくは、各担当部署にお問い合
わせください。
対象になる税 個人住民税・都税（固
定資産税・都市計画税・個人事業

税・不動産取得税など）
問合せ　個人住民税の減免＝（区）税務
課課税係　　　　　 1５２１１－４１９１
個人住民税の納税の猶予＝（区）税務
課特別整理係 1５２１１－４１９４
都税の減免・猶予＝千代田都税事務
所　　　　　　　　 1３２５２－７１４１

１０月１日(金)から赤い羽根共同募金運
動が始まります。皆さんからの募金は、
地域福祉推進の事業や、子育て、家庭
支援活動事業などに使われます。
募金は、街頭・地域をはじめ、区役

所・出張所でもできます。皆さんのご
協力をお願いします。
福祉総務課厚生係　 1５２１１－４２１１

１０/４（月）・２０（水）９時～１０時

 健康チェック（予約制）

エイズ・性感染症（梅毒・クラミジア・淋菌）相談・検査

肝炎ウイルス検査　
　区内在住で過去に肝炎ウイルス検査を受けていない
　方

１０/７（木）９時～１６時
生活習慣病予防相談　
　区内在住で２０歳以上の方
・血管年齢を測定します（栄養・運動・その他）。

１０/１（金）９時～９時３０分

１０/１（金）・８（金）・１５（金）・２２（金）・２９（金）
１３時～１６時

１０/１（金）・８（金）・１５（金）・２２（金）・２９（金）
１３時～１５時

心の相談　心の問題で悩んでいる方 １０/７（木）・２２（金）１３時３０分～１５時３０分

１０/４（月）・２０（水）８時４５分～１０時

若年節目健診（　　　　　　　若葉）
　区内在住で２０・２５・３０・３５歳になる方
・血液検査・骨密度測定等の健康診査のほか、栄養・歯
　周病リスク検査・保健指導などを行います。
　

実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北１－２－１４）
1５２１１－８１６１　6５２１１－８１９２ 

１０/４（月）・２０（水）９時～１０時

健康相談　
　　区内在住で１６歳以上の方
・血液・骨密度等の健診を有料で行います。なお、身
   体計測は無料。診断書は発行しません。

　細菌検査（赤痢・腸チフス・パラチフス・サルモネラ・
  O１５７の健康管理検便）
　区内在住・在勤・在学者（有料）
・予約不要（事前に採便管を取りに来てください）

オー オー

・腸管出血性大腸菌Ｏ２６およびＯ１１１の検便も行います
  （料金別途）。

ふん便のノロウイルス検査
　区内在住・在勤・在学者 (有料）
・RT―PCR法　　　　　６，０００円
・リアルタイムPCR法　９,１００円
　事前に採便管を取りに来てください。
　　　　　　　　　　　　　　　　

と　　き事業名・対象など

生
活
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

1月の保養施設の利用申込み 区民生活課管理係1５２１１－４１８１

○保養施設の予約は現地のみで受け付けます。インターネットで空室状況の確認や予約をする場合は〔千
　代田区のホームページ→施設案内→家族やグループ旅行に→各施設のホームページ〕をご覧ください。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘・嬬恋自然休養村は、どなたでも利用できます。
○受付開始日が休館にあたる場合は、休館日の前日から受け付けます。また、２泊以上を希望する場合は、
　宿泊の初日が受付の基準日です。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘を利用する区内在住者で、行き帰りに小田急線に乗車する場合は、区役
　所・出張所で運賃が割引になる割引証を発行します。
○電話での申込みは１０時３０分～１８時。フリーダイヤルは区内の固定電話からのみ通話可能です。
○メレーズ軽井沢の土曜・休前日利用の当初予約申込み数は、繁忙期（年末年始など）と同様に1グ
　ループあたり計２室（棟）までに制限しています。

利用したい施設へ電話でお申し込み
ください。
・ファクシミリやインターネットでも
　申し込めますが、電話が優先です。
　確実に予約を取りたい場合は、電
　話でお申し込みください。
・箱根・湯河原のインターネットの受
　付開始は左記の電話の受付開始
　のおおむね３日後になります。

３か月前の同日（休館の場
合は前日）の１０時３０分から
受付
（例＝１/１５泊の場合は１０/１５）

２か月前の同日（休館の場
合は前日）の１０時３０分から
受付
（例＝１/１５泊の場合は１１/１５）

区内在住者

その他の方

箱 根

嬬 　 恋

１/５（水）・６（木）

１/１８（火）～２０（木）

１/１１（火）・１２（水）・２５（火）～２９（土）

１/４（火）～６（木）・１８（火）～２０（木）軽 井 沢

湯 河 原

予
約
申
込
み

利
用
で
き
な
い
日

箱根千代田荘
湯河原千代田荘
嬬恋自然休養村
メレーズ軽井沢

1０４６０－８６－１１５０
1０４６５－６３－１１５３
1０２７９－９６－１２８０
1０２６７－４５－２６７６

7０１２０－０５－４１５０
7０１２０－００８－２６７
7０１２０－２６－１２８０
7０１２０－４５－２６７６

6０４６０－８６－１１５１
6０４６５－６３－３０１４
6０２７９－９６－１２８２
6０２６７－４５－０９２０

・

・

年末年始（１２/３１～１/３）
の利用は申込方法が異
なります。詳しくは、下記
関連記事をご覧ください。

☆10月11日（祝）「体育の日」もごみ収集・資源回収を行います。当日の朝、8時までに出してください。 問合せ 千代田清掃事務所13251－0566☆

利用できる方 

利用料金 
（２泊４食付１人
あたりの料金） 

利用でき 
る方 

申込制限 

食事料 
（４食分料金） 

２室まで ２室（棟）まで 

申 込 制 限  

 

メレーズ軽井沢 嬬恋自然休養村 

・抽選申込みは区内在住・在勤・在学者のみ。  
・空室開放後はどなたでも申し込めます。 

・抽選申込みは区内在住・在勤・
　在学者のみ。  
・空室開放後はどなたでも申し込
　めます。 

・区内在住者および同行する方 
・区内在勤・在学者および同行する 
　家族の方 

箱根千代田荘・湯河原千代田荘 

施設名 区分 区民補助（２泊分） 区民親族補助（２泊分） 

２室まで 

1部屋あたりの利用人数 

２人利用 ３人利用 ４人以上利用 
区 分  

箱根・大人 

箱根・小人 

湯河原・大人 

箱 根  
千 代 田 荘  

湯 河 原  
千 代 田 荘  

湯河原・小人 

３０,６００円 

２１,２００円 

２３,０００円 

１６,１００円 

６,０００円 

４,２００円 

４,０００円 

２,８００円 

４,０００円 

２,８００円 

２,８００円 

２,０００円 

２５,８００円 

１８,０００円 

２１,０００円 

１４,７００円 

２２,４００円 

１５,６００円 

１９,８００円 

１３,８６０円 

大人 

小人 

小人 
大人 （注２） 

（注１） 

（注１） 

大人　８,０００円    小人　６,０００円 

室
料（
２
泊
分
料
金
） 

区
　
民 

そ
の
他
の
方 

３人用洋室 

５人用和室・洋室 

８人用洋室 

９人用和室 

２０,８００円 

３１,２００円 

４７,８００円 

５４,０００円 

 

パブリック棟２人用和室 

パブリック棟４人用和室 

７人用コテージ 

８人用コテージ 

 

 

 

２３,０００円 

３１,２００円 

５４,０００円 

６１,０００円 

 

 

 

パブリック棟２人用和室 

パブリック棟４人用和室 

７人用コテージ 

８人用コテージ 

３４,４００円 

４６,８００円 

８１,０００円 

９２,０００円 

 

 

３１,２００円 

４６,８００円 

７１,８００円 

８１,２００円 

 

３人用洋室 

５人用和室・洋室 

８人用洋室 

９人用和室 

区内在住・在勤・在学者は、抽選
用の往復ハガキで１０月１日(金)～８日
(金)(必着)の間に申し込んでください。
それ以外の方や落選した方は、１２月１
日(水)１０時３０分から、各施設で電話予約
を受け付けます。空室がないときは
キャンセル待ちを受け付けます。

利用できる日 １２月３１日(金)～平成２３
年１月１日(祝)泊の２泊３日または１
月２日(日)～３日(月)泊の２泊３日
専用ハガキ配布場所 区民生活課（区
役所２階）、出張所、ちよだパークサ
イドプラザ(神田和泉町1)ほか
利用料金 下図表のとおり

問合せ 抽選方法＝区民生活課管理
係　　　　　　　　 1５２１１－４１８１
抽選後の電話予約＝各施設

（上記関連記事参照）
※今回からハガキの記入内容等を変
更しましたので、記入の際はご注
意ください。

保養施設の年末年始の利用

注１ 区内在住･在勤･在学以外の方が代表のときは､箱根千代田荘の利用料金は上の表と異なります。詳しくは、お問い合わせください。
注２ 湯河原千代田荘では､昭和２１年４月２日以前出生の方は、大人の補助額に1泊あたり５００円上乗せして５,０００円を補助します（平成２３年３月３１日まで実施）。
※区民の方は上記の区民補助が受けられます（箱根・湯河原で合わせて年度内１０泊まで）。また、区民補助が受けられる方と同行する２親等内の方は、上記の区民親族補助が受けら
れます。※区民補助を利用する方は、全員現地に住所確認書類（健康保険証、運転免許証、学生証等）または「千代田区保養施設カード」をお持ちください。※小人は４歳～小学
生。※箱根千代田荘・湯河原千代田荘の宿泊には、別途大人1人1泊につき１５０円の入湯税がかかります。

▲湯河原千代田荘

赤い羽根共同募金運動

●医療機関案内サービス「ひまわり」（２４時間）1５２７２－０３０３
　　　http://www.himawari.metro.tokyo.jp

10月の休日応急診療

休日診療案内等

平日準夜間の小児科診療

診療時間：午前９時～午後１０時　1５２１１－８２０２（開設日のみ）

診療時間：午前９時～午後５時　1５２１１－８２０３（開設日のみ）

開設時間：午前９時～午後１０時　1５２１１－８１９７（開設日のみ）

※受診するときは、事前に電話でお問い合わせください。※健康保険証が必要です。
※受付は診療時間終了の３０分前までです。

※医療保険証・こども医療証が必要です。※電話相談も受け付けます。
※受付は診療時間終了の１５分前までです。

●消防署病院案内（２４時間）
　丸の内　1３２１５－０１１９　　　町　1３２６４－０１１９　　神田　1３２５７－０１１９

●消防庁救急・相談センター（２４時間）1♯７１１９（ダイヤル回線からは1３２１２－２３２３）

実施場所・問合せ
千代田保健所（九段北１－２－１４）
1５２１１－８１６１6５２１１－８１９２開設日　３日・１０日・１１日・１７日・２４日・３１日

月～金曜午後７時～１０時、中学生以下

内科・小児科

歯 科

調 剤 薬 局

■ちよだこども救急室・駿河台日本大学病院（神田駿河台１－８－１３1３２９３－１７１１）　

災害により被害を受けたときは



（7）No. 1288 22.9.20 区役所の代表電話　3264ー2111

柔らかい素材のフリスビーでドッジ
ボールをします。腕力や体格の差を気
にせず、大人も子どもも楽しめます。
１０月９日（土）１４時～１６時、スポーツ
センター３階主競技場（内神田２－１－
８）、定員４０名（申込順）、前日までに
ファクシミリまたはＥメール（記入例
参照）で文化スポーツ課スポーツ振興
係（1５２１１－３６２７6３２６４－７９８９○
ｂｕｎｋａｓｕｐｏｔｓｕ＠ｃｉｔｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｌｇ.ｊｐ）
へ。
※スポーツウェア・シューズ（室内用）
を着用してください。

紙芝居は、昭和初期から日本独特の
芸能として親しまれています。お子さ
んから大人まで楽しめます。
１０月９日(土)１１時～１２時、千代田図

書館子ども室（区役所１０階）、演じ手＝
JPIC（出版文化産業振興財団）読書ア
ドバイザー、当日直接会場へ。
千代田図書館　　　　1５２１１－４２８９

「計算機の建築学－コンピュータ世界
でのアーキテクチャとは？－」
国立情報学研究所の研究者が情報学

の先端を解説します。
１０月５日(火)１８時３０分～１９時４５分、
学術総合センター（一ツ橋２－１－２）、
定員１２０名（申込順）、講師＝鯉渕道紘

さん（国立情報学研究所准教授）、ファ
クシミリまたはＥメール（記入例参照）
で、国立情報学研究所広報普及チーム
「市民講座担当」（1４２１２－２１４５6４２１２－
２１５０　 shimin@nii.ac.jp）へ。

■初心者水泳指導の日時変更
スポーツセンターは、初心者水泳指

導を行っています。１０月1日（金）から利
用時間を一部変更します。
月・水曜＝１９時～
火・木曜＝１２・１３・１５・１６・１８時～
金曜＝１２・１３・１５・１６・１９時～
土曜＝１２・１３・１５・１６・１８・１９時～
日曜＝１２・１３・１５・１６時～
対象 １６歳以上の方（各５０分）
指導料 無料（プール利用料のみ必要）
申込み 開始時間から１０分後までに、
プール指導員へ申し込んでください。
※区民無料開放日（第３日曜）は休講
※受講者が指導時間開始から１０分後ま
でにいない場合は休講
■個人利用日の変更
１０月１日から相撲とバレーボールの
個人利用日が一部変更になります。
相撲 火・木曜＝夜間（変更なし）／第
１・３・４土曜＝夜間のみに変更／第
１・４日曜＝午前のみに変更
バレーボール 木曜＝午後・夜間（変
更なし）／第４土曜＝午後全面が半面
に変更（夜間は全面利用できます）。
※詳しくは、スポーツセンターで配布の
個人利用案内をご覧ください。

国民年金には、月々の保険料をまと
めて前払いすると保険料が割引になる
「前納制度」があります。

みんなでエンジョイドッヂビー

要援護世帯の見舞品の
申込受付

国立情報学研究所　市民講座
「未来を変える情報学」

国民年金保険料前納制度

結核予防週間

スポーツセンター利用日等の変更

１０月分から来年３月分までの前納を
希望する場合は、納付案内につづられ
ている前納用の納付書で金融機関や郵
便局、コンビニエンスストアなどで支
払うか、電子納付（Pay-easy

ペ イ ジ －

）をご
利用ください。納付期限は１０月３１日
（日）ですのでご注意ください。
また、希望する月から年度末までの

分を一括前納することもできます。専
用の納付書が必要になりますので、年
金事務所にお問い合わせください。
千代田年金事務所　　1３２６５－４３８１

収入額が一定以下で生活の支援を希
望する要援護世帯として登録した世帯
に、区民の皆さんから寄せられた歳末
たすけあい募金で見舞品を贈っていま
す。昨年度に支援を受けている方も再
申込みが必要です。必要書類等詳しく
は、お問い合わせください。
対象世帯 次の①～④のすべてに該当

する世帯（生活実態により、住民票
が世帯分離していても同一世帯とみ
なす場合があります）
①区内在住（在宅で生活している方）
②世帯の年間総収入金額が生活保護世
帯の１.１５倍以内程度（世帯構成によ
り基準額が異なります）
③生活保護を受けていない
④土地・建物を所有していない（現在、
居住している土地・建物は除く）
申請期間 １０月１日（金）～２５日（月）
※要援護世帯の登録申込みについて
は、申込書を送ります。
社会福祉協議会　 1５２８２－３７１１

6５２８２－３７１８

９月２４日～３０日は結核予防週間で
す。区民健診の受診時に、結核の相談
ができます。電話での問合せや相談も
受け付けています。結核の正しい知識
を身につけ、予防に努めましょう。
健康推進課保健予防係1５２１１－８１７３

おとなも一緒に紙芝居鑑賞

往復ハガキで、
１０/１０（日）～２０（水）
（消印有効）

往復ハガキで、
１０/１（金）～２０（水）
（必着）

所定の用紙で、
１０/１（金）～２０（水）
（必着）

１２月のスポーツ施設の利用申込み スポーツセンターのみ１月分

※１　往復ハガキ（記入例参照）で九段生涯学習館（〒１０２－００７４九段南１－５－１０1３２３４－２８４１）へ。
※２　外濠公園の空き状況は外濠公園管理事務所（1３３４１－１７３１）へお問い合わせください。
※３　外濠公園は、利用できる日でも時間帯によっては利用できない場合があります。詳しくは、外濠
　　 公園管理事務所へお問い合わせください。
※４　所定の用紙をスポーツセンター（〒１０１－００４７内神田２－１－８）へ。
※５　スポーツセンターは団体利用・個人利用の区別があります。詳しくは、お問い合わせください。

外 濠 公 園

スポーツセンター

花 小 金 井 運 動
施 設（ 野 球 ）

施　設　名 申込期間 抽選 空施設受付 利用できない日

野 球

テニス

１０/２５（月）

休館日、平成２３年
１/１７（月）

１２/５（日）・１９（日）

九段生涯
学 習 館

１１/１（月）
九段生涯
学 習 館

１１/１（月）
スポーツ
センター

九段生涯学習館
へお問い合わせ
ください。

１１/２０（土）
８時３０分～
（申込順）

１１/２（火）
１０時～（申込順）
九段生涯学習館

１１/２（火）
１０時～
（申込順）

※２※１

※１

※４ ※５

※３

※３
1３３４１－１７３１

1３２５６－８４４４

＊外濠公園の利用申込みについて、ハガキに名前貸しなどの不正行為が多数出ています。
　実際に利用する方の名前で責任を持って申し込んでください。

区 民 相 談

MIW相談室

保 健 福 祉
オ ン ブ ズ
パーソン相談

（予約制）

消 費 生 活
相 談

福 祉 専 門
法 律 相 談

成 年 後 見
制 度 相 談

介 護 者 の
た め の
カウンセリング

（予約制）

（予約制）

区民相談室
（区役所２階）

区内在住・在
勤者

区内在住・在
勤・在学者

区内在住・在
勤・在学者

どなたでも

区内在住者と
その家族、在
勤・在学者

高齢者を介護
している区内
在住者

区内在住の高
齢者を介護し
ている方

区役所会議室

男女共同参画
セ ン タ ー
M IW相談室

消 費 生 活
セ ン タ ー

区 民 相 談 室

男女共同参画
セ ン タ ー
M IW相談室

西神田庁舎
３階（西神田
１－３－４）

（区役所１０階）

（区役所２階）

（区役所２階）

（区役所１０階）

法律相談（予約制）

税務相談

消費者相談に消費生活相談員が応じ
ます。

多重債務特別相談に弁護士が応じま
す（予約制）。

夫婦関係・子育て・セクシュアルハラス
メント・ドメスティックバイオレンスな
どの悩みに女性カウンセラーが応じま
す。金曜は英語での相談も受け付けま
す。託児サービス（有料・要予約）あり。

区や事業者が提供する保健福祉サー
ビス全般への不満・苦情を受け付けま
す。郵送での相談も受け付けます。
〒１０２－８６８８九段南１－２－１福祉総務
課保健福祉オンブズパーソンへ。

福祉や成年後見制度、消費者被害に関
する悩みごとのほか、相続や遺言の相
談に弁護士が応じます。

成年後見制度の利用相談のほか、後見
活動の悩みや不安にお答えします。

毎日（土・日・祝日を除く）８時３０分
～１７時

介護をすることから生じるストレスに
関すること（介護ストレス・家族不仲・
家族間暴力・高齢者虐待等）に専門カ
ウンセラーが応じます。

行政書士相談

一般相談

土地家屋調査士相談

福祉総務課
1５２１１－４２１０

消費生活センター
1５２１１－４３１４

※話し中の場合
1５２１１－８８４５　

MIW相談室
1５２１１－４３１６

区民相談室
1５２１１－４１７６

1５２８２－３１００

社会福祉協議会
ちよだ成年後見センター

高齢介護課在宅支援係
1５２１１－４２２０

１０月の各種相談（無料）
名　称 場　所 内　　容 問合せと　き対　象

 １（金）・６（水）・８（金）・１３（水）・１５（金）・２０（水）・２２（金）・

不動産相談

毎日（土・日・祝日を除く）
９時３０分～１６時

２８（木）１３時～１５時１５分

１４（木）石坂浩弁護士
２８（木）澄川洋子弁護士
１４時～１６時２０分

１３（水）池田惠利子委員（社会福祉士）
２６（火）　　山由美子委員（ルーテル学院大
学准教授）
１４時～１６時

毎日（土・日・祝日を除く）８時３０分～１７時

人権身の上相談・行政相談・
社会保険労務相談

司法書士相談

ミ ュ ウ

日程が変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。

（予約制）

１２（火）・２６（火）
１０時～１４時

１（金）・６（水）・１４（木）・１５（金）・２０（水）・２８（木）・２９（金）

７（木）・８（金）・１３（水）・２１（木）・２２（金）・２７（水）
１７時～２１時

１０時３０分～１５時３０分

２７（水）１３時～１５時３０分

１４（木）１３時～１５時

１２（火）１３時～１５時

２１（木）１３時～１５時

６（水）・１９（火）１３時～１５時

７（木）・１４（木）・２１（木）・２８（木）１３時～１５時

１４（木）・２８（木）１３時～１５時

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校
　就学前が対象）を希望する方は
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
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井
口
翔
太
さ
ん
（
区
内
在
住
／
大

学
生
）

広
島
の
平
和

使
節
団
に
参
加

す
る
事
が
で
き

て
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。
特
に
今
年
は
、
国
連
事

務
総
長
や
ア
メ
リ
カ
駐
日
大
使
な

ど
が
参
列
し
た
こ
と
に
よ
り
、
世

界
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
機
運
を
肌

で
感
じ
ま
し
た
。

大
森
春
奈
さ
ん
（
区
内
在
住
／
大

学
生
）

世
界
中
が
平

和
を
願
う
記
念

式
典
に
参
加

し
、
改
め
て
平
和
と
は
尊
い
も
の

で
あ
り
、
祈
る
も
の
で
は
な
く
、

つ
く
る
も
の
で
は
な
い
か
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
先
、
被
爆
者

の
魂
と
世
界
と
の
距
離
が
縮
ま
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
自
分
の
目
で
見
た
真
実
か

ら
戦
争
を
正
当
化
さ
せ
な
い
世
の

必
要
性
を
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。

小
林
晴
代
さ
ん
（
区
内
在
住
）

一
生
懸
命
に

折
っ
て
く
れ
た

千
羽
鶴づ

る

を
献
架

す
る
と
き
、
皆

さ
ん
の
平
和
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
折
鶴
に
込
め
ら
れ

た
優
し
い
心
を
届
け
に
来
ま
し

た
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
き
、
平
和

の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
に

献さ
さ

げ
ま
し
た
。
核
の
恐
ろ
し
さ
、

平
和
の
重
要
さ
を
さ
ら
に
、
新
た

に
広
島
の
方
々
に
教
え
ら
れ
ま

し
た
。

平
澤
智
菜
実
さ
ん
（
区
内
在
学
／

高
校
生
）

印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
が

３
つ
あ
り
ま

す
。
被
爆
体
験
を
話
し
て
く
だ
さ

っ
た
語
り
べ
さ
ん
の
言
葉
、
平
和

記
念
式
で
大
空
に
鳩
が
放
た
れ
た

瞬
間
、
平
和
記
念
資
料
館
を
見
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
体
験
は
、

実
際
に
広
島
へ
行
か
な
い
と
感
じ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

平
和
使
節
団
に
参
加
し
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

石
田
勝
彦
さ
ん
（
区
内
在
住
）

改
め
て
平
和

へ
の
想
い
を
自

分
自
身
に
確
か

め
る
旅
と
な
り

ま
し
た
。
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
プ

ラ
ハ
発
言
が
実
現
す
る
日
を
強
く

願
い
、
広
島
の
名
も
な
き
皆
さ
ん

の
声
な
き
声
を
聞
く
思
い
が
あ
ふ

れ
出
ま
し
た
。
実
際
に
現
地
に
行

か
な
い
と
、
こ
の
感
覚
は
得
ら
れ

な
い
と
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

「
静
か
で
熱
い
」
広
島
の
今
年
の

８
月
６
日
。
国
連
総
長
の
言
葉
を

心
か
ら
信
じ
た
い
思
い
で
し
た
。

樽
見
千
賀
子
さ
ん
（
区
内
在
学
／

高
校
生
）

原
爆
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
派
遣
後

は
行
く
前
の
と
き
と
比
べ
い
ろ
い

ろ
な
面
で
思
い
が
改
め
ら
れ
、
感

じ
方
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
行
っ
て
み
て
す
ご
く
良
か
っ
た

と
胸
い
っ
ぱ
い
の
気
持
ち
で
す
。

中
川
崇
さ
ん
（
区
内
在
住
）

か
つ
て
広
島

を
訪
ね
、
大
学

で
核
反
応
や
放

射
線
医
学
を
学

び
、
原
爆
被
害
に
無
知
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
た
。
戦
地
で
の
医
療

活
動
を
行
い
、
戦
争
に
も
無
縁
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し

長
崎
を
訪
ね
て
聞
い
た
、
同
じ
言

葉
や
文
化
を
持
つ
人
た
ち
が
犠
牲

に
な
っ
た
話
は
「
人
を
傷
つ
け
る

の
は
許
せ
な
い
」
と
い
う
ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ

た
。
そ
し
て
人
を
傷
つ
け
る
こ
と

も
場
合
に
よ
っ
て
は
許
容
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
何
と
な
く
思
い
こ
ん

で
い
た
自
分
に
驚
き
も
し
た
。
最

近
社
会
が
と
げ
と
げ
し
い
と
感
じ

て
い
た
の
は
、
そ
の
せ
い
も
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
。

新
田
知
奈
実
さ
ん
（
区
内
在
住
／

高
校
生
）

被
爆
当
時
の

話
を
し
て
く
れ

た
語
り
べ
さ
ん

は
言
っ
た
。「
私
た
ち
は
微
力
だ

が
無
力
で
は
な
い
」。
心
に
刻
み

込
む
よ
う
に
そ
の
言
葉
は
、
私
の

奥
底
に
あ
る
何
か
に
響
い
た
。
確

か
に
人
ひ
と
り
は
脆も

ろ

い
が
、
生
き

て
い
る
間
に
出
来
る
こ
と
は
あ

る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
人
が
決
し
て

無
力
で
は
な
い
こ
と
の
証
明
で
は

な
い
の
か
。
こ
れ
か
ら
私
は
、
人

間
が
微
力
だ
が
無
力
で
は
な
い
と

い
う
証
明
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ

た
。

橋
本
涼
太
郎
さ
ん
（
区
内
在
住
）

日
常
に
お
い

て
、
戦
争
を
意

識
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
過
去
に
は
日
本

も
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

戦
争
を
経
験
し
た
人
が
少

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
、

平
和
使
節
団
は
そ
の
戦
争

を
経
験
し
た
方
々
か
ら
話

を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
体
験
で
し
た
。
こ
の

経
験
を
生
か
し
今
後
、
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
塚
實
さ
ん
（
区
内
在
住
）

今
な
お
残
る

原
爆
の
傷
跡
、

こ
の
す
さ
ま
じ

い
破
壊
力
を
数

々
の
資
料
や
遺
跡
を
見
聞
し
、
小

学
校
時
代
に
終
戦
を
迎
え
戦
後
の

惨
状
を
体
験
し
た
者
に
と
っ
て
当

時
の
こ
と
が
今
更
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
、
恒
久
平
和
を
希
求
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

改
め
て
心
に
誓
い
ま
し
た
。

「区の花さくら再生計画」のさくら
サポーター活動として、樹木医さんと
一緒に、さくらの健康状態の調査を行
います。
１０月２日(土)１０時～１２時(集合９時４５

分)、①千鳥ケ淵・ 國神社(集合は区
民ホール〈区役所1階〉)②真田濠(集合
は上智大学正門〈紀尾井町７－１〉)、定
員＝①②合計４０名(申込順)、９月３０日
（木）までに電話またはファクシミリ(７
面参照)で道路公園課都市施設主査(1
５２１１－４２４３6３２６４－４７９２)へ。
※当日の連絡先1０８０－３１７１－９４３３
※雨天の場合、翌日に順延。
■さくらに関するミニセミナー
１０月２日（土）１３時～１４時３０分、上智大
学１２号館２０２教室（紀尾井町７－１）、講
師＝椎名豊勝さん（前昭和記念公園花
みどり文化センター長）
※さくら教室と一緒に申し込んでくだ
さい。雨天の場合、翌日に順延。

１０月２４日(日)９時３０分～、中央区立総
合スポーツセンター(中央区日本橋浜
町２－５９－１)、区内在住・在勤者およ
びアーチェリー協会会員３０名（申込
順）、競技種別＝リカーブボウ／コン
パウンドボウ、競技種目＝一般５０ｍ３６
射・３０ｍ３６射／初・中級者３０ｍ３６射×２
回、参加費＝１,０００円(保険料を含む）、
１０月１４日(木)までに所定の申込書（スポ
ーツセンターで配布）を郵送で千代田

区アーチェリー協会(〒１０１－００４７内神
田２－１－８スポーツセンター内千代田
区体育協会気付）へ。
千代田区アーチェリー協会・森田

1３２９１－００８６

「ザ・ダイエット｣

オーストラリアに２０年以上住んでい
る映像作家の関口　加は、日本にいた
ころから大柄だったが、オーストラリ
アに来てからは、体重が増え続けた。
医者から「このままだと長生きできな
い」と宣告され、一念発起し痩

や

せるこ
とにした。やがて彼女の肥満には、生
い立ちや家族関係という心理的な原因
があると判明。「心と食」の問題の軌
跡を丸ごと撮った異色のドキュメンタ
リー。監督＝関口 加／２００７年オース
トラリア作品（５２分）
１０月１５日（金）①１４時３０分②１８時３０
分（各回終了後ビデオサロン・カフェあ
り）、男女共同参画センターＭＩＷ（区役
所１０階）、定員＝各回２５名（申込順）、電
話・ファクシミリまたはEメール（７面参
照）に希望時間を記入しＭＩＷ（1５２１１－
８８４５6５２１１－８８４６ miw@ci ty .
chiyoda.tokyo.jp）へ。
※託児サービス（有料・２週間前までに
要予約）あり。

初心者を中心にインターネットの基
礎知識、基本操作、安全対策等を学び
ます。日常生活で具体的に活用する方
法を楽しく体験してみませんか。
１０月２８日（木）①１４時～１５時②１８時
３０分～１９時３０分、男女共同参画セン
ターＭＩＷ (区役所１０階 )、定員＝
各回２名(抽選)、１０月１４日（木）（必着）ま
でに往復ハガキ(７面参照)に希望時間
を記入しＭＩＷ(〒１０２－８６８８九段南１－
２－１1５２１１－８８４５)へ。
※託児サービス(有料・２週間前まで
に要予約)あり。
※メールの操作方法は含まれません。

秋の「さくら教室」

千代田区民アーチェリー大会

ＭＩＷ
ミ ュ ウ

ビデオサロン＆カフェ

ＭＩＷ
ミ ュ ウ

インターネット体験教室

広
島
派
遣

長
崎
派
遣

開催２年目を迎える「外濠キ
ャンナーレ」は、環境やまちの
ことを考えるきっかけになる空
間の創造と、江戸城外濠の貴重
な緑資源を見つめ直し、地域の
コミュニケーションを深めるこ
とをコンセプトに行われます。
キャンドルは、地域の児童や

住民と協力して、地域環境への
取組みを学びながら一緒に製作
しています。
また、当日は周辺施設のライトダウ

ンもあわせて行い、外濠公園が幻想的
なろうそくの明かりでつつまれます。
とき １０月８日（金）・９日（土）１７時～２０時
（荒天中止）

会場 外濠公園遊歩道（JR市ケ谷駅～
JR飯田橋駅）

問合せ Sotobori Canale 実行委員会
1０９０－６４０５－１７２０

sotobori.canale@gmail.com
http://sotobori-canale.com

１０月８・９日　外濠公園にキャンドル灯る

☆平成22年国勢調査を開始しました。調査員が各世帯を訪問し調査票を配布しています。 問合せ　統計担当課15211－4182☆

と も

t
映
画
ポ
ス
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
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Vol.66 千
代
田
区
で
こ
れ
か
ら
起
業
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
方
や
、
ま
だ
起
業

し
た
ば
か
り
と
い
う
方
を
対
象
と
し

て
、
１０
月
２７
日
か
ら
「
千
代
田
ビ
ジ

ネ
ス
起
業
塾
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
は
そ
の
第
１
期
生
と
し
て
、
２０

名
を
募
集
し
ま
す
。

「
千
代
田
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
塾
」
は
、

一
般
的
な
起
業
の
基
礎
を
伝
え
る
だ

け
で
な
く
、
千
代
田
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞

を
受
賞
し
た
企
業
経
営
者
の
体
験
談

を
は
じ
め
、
実
務
的
な
講
師
陣
が
千

代
田
区
で
成
功
す
る
た
め
の
実
践
的

な
方
法
を
指
南
し
ま
す
。
ま
た
、
起

業
の
際
に
重
要
と
な
る
人
脈
作
り
に

も
最
適
の
講
座
で
す
。

起
業
を
す
る
な
ら
千
代
田
区
で
と

お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
受
講
く
だ
さ

い
。
現
在
区
外
で
起
業
し
て
い
る
方

も
受
講
で
き
ま
す
。

日
程
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

上
記
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
時
間
は
各
回

と
も
１８
時
３０
分
〜
２１
時
３０
分
で

す
。

場
所

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ス
ク
ウ
ェ
ア
（
神
田
錦
町
３
―
２１
）

定
員

２０
名

受
講
料

１
名
あ
た
り
２
万
円

詳
細
・
申
込
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.

chiyoda-days.jp/
問
合
せ

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ1
３
２
３
３
―
７
５
５
８（
直
通
）

開
国
問
題
を
機
に
若
者
た
ち
が
活

気
づ
い
た
幕
末
、
外
圧
を
除
く
た
め

西
洋
を
知
ろ
う
と
ア
メ
リ
カ
密
航
を

企
て
て
失
敗
し
た
吉
田
松
陰
と
、
そ

の
影
響
を
受
け
た
高
杉
晋
作
、
坂
本

龍
馬
。

幕
末
を
駆
け
抜
け
た
３
人
の
若
者

の
視
点
か
ら
、
動
乱
の
時
代
を
作
家

で
萩
博
物
館
特
別
学
芸
員
の
一
坂
太

郎
さ
ん
が
解
説
し
ま
す
。

当
日
会
場
で
は
、
山
口
県
萩
市
に

よ
る
『
街
道
交
流
広
場
』
が
設
け
ら

れ
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

と
き

１０
月
２５
日

（月）
１８
時
３０
分
〜
２０

時
会
場

区
民
ホ
ー
ル
（
千
代
田
区
役

所
１
階
）

定
員

１５０
名
（
申
込
順
）

申
込
み

受
付
開
始
は
９
月
２１
日

（火）

で
す
。
タ
イ
ト
ル
「
第
二
回
街
道

文
化
講
座
参
加
希
望
」
と
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
番
号
を
明
記
の
う
え
、
１０
月
20

日
（水）
ま
で
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
6

３
２
３
３
―
７
５
５
７
）
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
し
込
み
い

た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.

chiyoda-days.jp/

な
お
、
お
申
し
込
み
が
定
員
に
達

し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

問
合
せ

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ1

３
２
３
３
―
７
５
５
８（
直
通
）

市
町
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
東
京
 

8
 Vol.

入
居
者
紹
介

財
団
法
人
釜
石
・
大
槌
地
域
産
業
育
成
セ
ン
タ
ー

釜
石
市
は
、
岩
手
県

の
陸
中
海
岸
国
立
公
園

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

世
界
三
大
漁
場
の
一
つ

で
あ
る
三
陸
漁
場
の
中

心
港
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

四
季
を
通
じ
て
気
候

は
温
暖
で
、
典
型
的
な

リ
ア
ス
式
海
岸
と
し
て

御
箱
崎（
千
畳
敷
）な
ど
の
景
勝
地
を
数

多
く
有
し
て
い
ま
す
。

産
業
面
で
は
、
古
く
か
ら
東
京
・
函

館
の
中
間
補
給
地
と
し
て
の
役
割
を
担

い
、
わ
が
国
の
近
代
製
鉄
業
発
祥
の
地

と
し
て
も
有
名
で
す
。

現
在
で
は
、
世
界
最
大
水
深
の
湾
口

防
波
堤
な
ど
釜
石
港
の
基
盤
も
整
い
、

さ
ら
に
東
北
横
断
自
動
車
道
や
三
陸
縦

貫
自
動
車
道
の
整
備
も
進
ん
で
お
り
、

近
い
将
来
、
物
流
拠
点
と
し
て
の
機
能

が
大
幅
に
向
上
し
て
、
県
内
外
と
の

人
・
モ
ノ
・
情
報
の
交
流
が
活
発
化
す

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
釜
石
市
に
あ
る

（財）
釜
石
・
大

槌
地
域
産
業
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
釜
石

市
の
望
ま
し
い
都
市
像
を
「
に
ぎ
わ
い

と
活
力
あ
る
産
業
が
展
開
す
る
ま
ち
」

「
す
べ
て
の
人
に
優
し
い
快
適
な
ま
ち
」

「
創
造
性
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
」
と
定

め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

２１
世
紀
の
釜
石
市
を
「
人
と
技
術
が

輝
く
海
と
緑
の
交
流
拠
点
」
に
す
べ
く
、

市
町
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

東
京
を
首
都
圏
の
活
動
拠
点
と

し
て
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（財）
釜
石
・
大
槌
地
域
産
業
育
成

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ikusei.or.jp/

※
「
市
町
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
東
京
　
入
居
者
紹
介
」

は
ひ
と
ま
ず
今
回
で
終
了
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
記
事
は
、

千
代
田day

,s

に
す
べ
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

http://chiyoda-days.jp/

future/event-info/satellite-

office.htm

問
合
せ

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
７
５
５
８（
直
通
）

当
時
の
面
影
を
残
す「
萩
往
還
・
一
升

谷
の
石
畳
」。
こ
の
道
を
吉
田
松
陰
、
高

杉
晋
作
、
そ
し
て
坂
本
龍
馬
も
歩
い
た
。

第
３
回
千
代
田
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
は
、

９
月
３０
日

（木）
に
て
エ
ン
ト
リ
ー
の
受

け
付
け
を
締
め
切
り
ま
す
。

特
徴
の
あ
る
優
れ
た
活
動
実
績
を

あ
げ
て
い
る
、
千
代
田
区
内
の
中
小

企
業
の
皆
様
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
表
彰
対
象
部
門

①
経
営
革
新
部
門

②
ユ
ニ
ー
ク
部
門

③
優
秀
老
舗
部
門

④
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
部
門

⑤
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
部
門

⑥
環
境
貢
献
部
門

⑦
安
全
安
心
部
門

⑧
国
際
貢
献
部
門

⑨
い
き
い
き
部
門

⑩
文
化
伝
統
部
門

⑪
自
由
部
門
（
自
由
に
部
門
名
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
）

■
エ
ン
ト
リ
ー
資
格

（１）
区
内
に
本
店(

営
業
の
本
拠)

が
あ

り
、
１
決
算
期
以
上
事
業
活
動
し

て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人
の
中
小

企
業

（２）
経
営
成
績
お
よ
び
財
政
状
態
が
健

全
で
あ
る
こ
と

エ
ン
ト
リ
ー
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

エ
ン
ト
リ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
ま

ち
み
ら
い
千
代
田
、
区
役
所
区
民
生

活
課
お
よ
び
総
合
窓
口
、
各
出
張
所

に
て
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.chiyoda-days.jp/

fu
tu

re/ev
en

t-in
fo/biz22.htm

表
彰
式
は
来
年
２
月
に
開
催

大
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
は
、

一
次
審
査
（
書
類
審
査
）、
二
次
審
査

（
現
地
調
査
）、
最
終
審
査
（
委
員
会

審
査
）
を
経
て
、
表
彰
式
の
場
で
発

表
さ
れ
ま
す
。
表
彰
式
は
２
月
22
日

（火）
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
７
５
５
８（
直
通
）

釜石市

幕
末
を
駆
け
抜
け
た
若
者
た
ち
「
松
陰
と
晋
作
・
龍
馬
」

一坂太郎さん

エ
ン
ト
リ
ー
締
切
り
迫
る
！

『
千
代
田
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
』

実務に精通した講師陣が実践的に指南します

「千代田ビジネス起業塾」

▲日程とカリキュラム

日程 基本講義 経営者講話

第１回１０月２７日（水） 経営者になるということ

第３回１１月１８日（木） 勝つビジネスモデル

第４回１１月２９日（月）

第６回１２月１４日（火）

販売なくして事業なし

経営実務と資金調達

成功する起業家

第２回１１月９日（火）

第５回１２月７日（火）

市場の明確化と戦略

太田社長

吉岡社長

（株）ポポンデッタ

（株）クロスブリッジ

浦谷会長（株）兵左衛門

上田会長

鵜飼社長

事業計画発表会

（株）高齢社

昭和測器（株）

第
二
回
街
道
文
化
講
座「
千
代
田
塾
」

１０
月
２７
日
開
講
　
第
１
期
生
２０
名
を
募
集

s
起
業
家
が
集
積
す
る
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア

s
日
本
の
近
代
製
鉄
発
祥
の
地「
橋
野
高
炉
跡
」
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一
昨
年
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー

ン
問
題
、
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
の
影
響
で
、
モ
ノ
が
売
れ
な

く
な
っ
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
節
約
や
買
い
控
え
が
日
常
化
し

た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
消
費
者
事
情
に
加
え
、

最
近
「
ブ
ラ
ン
ド
の
訴
求
力
も
低
下

し
た
」「
ど
の
商
品
も
そ
れ
程
変
わ

ら
な
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

で
も
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

消
費
者
は
い
つ
の
時
代
も
「
良
い

も
の
」
を
求
め
て
い
る
は
ず
で
す
。

数
多
く
の
商
品
が
溢
れ
、
個
々
の
ブ

ラ
ン
ド
力
が
相
対
的
に
低
下
し
て

も
、「
輝
き
続
け
る
ブ
ラ
ン
ド
」
は

存
在
し
ま
す
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
と
に
か

く「
安
く
て
価
格
競
争
力
の
あ
る
モ

ノ
」
を
提
供
し
て
、
少
し
で
も
売
上

を
伸
ば
す
経
営
戦
略
の
流
れ
が
強
ま

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
商
品

は
安
け
れ
ば
売
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
に
は
「
モ
ノ
作
り
を
大
切
に

す
る
」
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原

点
は
「
お
客
様
第
一
主
義
」
で
す
。

日
本
の
モ
ノ
作
り
の
伝
統
は
、
単
純

に
職
人
か
ら
の
一
方
通
行
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
は
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る

消
費
者
の
期
待
や
思
い
入
れ
も
一
体

と
な
っ
て
醸
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
製
造
業
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ

ス
業
に
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。

価
格
競
争
で
は
大
手
に
勝
ち
目
の

無
い
中
小
企
業
に
と
っ
て
、「
こ
だ

わ
り
の
モ
ノ
作
り
（
＝
独
創
性
・
独

自
性
）」
こ
そ
が
生
命
線
と
も
い
え

ま
す
。

「
こ
だ
わ
り
の
モ
ノ
作
り
」
を

「
ブ
ラ
ン
ド
作
り
」
に
繋
げ
る
に
は
、

ま
ず
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
と
な
る
お

客
様
を
明
確
に
し
、
限
ら
れ
た
経
営

資
源
を
効
率
的
に
投
入
し
て
、
お
客

様
が
求
め
る
「
期
待
品
質
」
を
実
現

し
、
維
持
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

「
ブ
ラ
ン
ド
作
り
」
で
は
、
経
営

者
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
こ
だ
わ
り
が
前
提

と
な
り
、
従
業
員
と
の
価
値
観
共
有

も
必
要
で
す
。「
ブ
ラ
ン
ド
作
り
」

は
ま
た
、
お
客
様
の
感
動
作
り
で
も

あ
り
、
商
品
に
お
客
様
の
自
己
実
現

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
加
し
て
お
く
こ

と
も
重
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
要
素
が

組
み
合
わ
さ
れ
て
『
ブ
ラ
ン
ド
・
コ

ン
セ
プ
ト
』
が
構
築
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
マ
ス
広
告
」
の
効
果
が

低
下
し
つ
つ
あ
る
昨
今
、「
ブ
ラ
ン

ド
作
り
」
に
は
店
頭
演
出
・
イ
ベ
ン

ト
・
人
的
販
売
・
ウ
ェ
ブ
・
口
コ

ミ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
な
ど
、
お

客
様
と
の
多
角
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
ブ
ラ
ン
ド
作
り
」
が
大
手
・
中

堅
企
業
か
ら
中
小
企
業
の
手
に
移
り

つ
つ
あ
る
い
ま
、
中
小
企
業
だ
か
ら

こ
そ
出
来
る
「
ブ
ラ
ン
ド
作
り
」
を

目
指
し
て
下
さ
い
。

※
こ
の
コ
ラ
ム
の
全
文
は
、
千
代
田

day ,s

「
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー

コ
ラ
ム
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://ch
iy

od
a-d

ay
s.jp

/

future/staffblog/relaycolum
n/

問
合
せ

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ1
３
２
３
３
―
７
５
５
８（
直
通
）

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
と
っ
て
お
き

の
野
菜
や
物
産
が
並
ぶ
『
ち
よ
だ
青

空
市
』。
い
よ
い
よ
１０
月
よ
り
毎
月

１
回
定
期
開
催
さ
れ
ま
す
。

時
間

毎
回
１１
時
〜
１８
時

場
所

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ス
ク
ウ
ェ
ア
（
神
田
錦
町
３
―
２１
）

１
階
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

※
雨
天
の
場
合
、
１
階
ロ
ビ
ー
で
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
商
工
連
携
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

（株）

問
合
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
商
工
連
携

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

1
５
２
５
９
―
８
０
９
７

http://w
w
w
.npo-noshokorenkei.

jp/
９
月
４
日

（土）
千
代
田
区
区
民
ホ
ー

ル
で
、『
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ

ー
・
千
代
田
区
マ
ン
シ
ョ
ン
理
事
長

連
絡
会
記
念
講
演
会
』
を
開
催
し
ま

し
た
。

今
回
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
の
山
岡
淳
一
郎
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
を
終
の
棲
み
家

と
す
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
地
域
と
の
融
和
と
マ
ン
シ
ョ
ン

内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
」「
築

年
数
を
経
過
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
と

る
べ
き
選
択
肢
は
建
替
え
の
み
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
」
な
ど
、
実
例
写

真
を
見
な
が
ら
の
解
説
に
、
約
１１０
名

の
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

理
事
長
連
絡
会
発
足
式

講
演
会
終
了
後
に
は
、『
千
代
田

区
マ
ン
シ
ョ
ン
理
事
長
連
絡
会
・
発

足
式
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
足
式
で
は
、
理
事
長
連
絡
会
の

趣
旨
説
明
や
今
後
の
計
画
等
の
説
明

が
ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

〜
景
気
回
復
の
芽
を
伸
ば
せ
〜

（4）

今
こ
そ
、
ブ
ラ
ン
ド
力
で
差
を
つ
け
よ
う
！

中
小
企
業
診
断
士
　
山
　
隆
由
氏

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
後
援

『
ち
よ
だ
青
空
市
』
１０
月
よ
り
定
期
開
催

「
こ
だ
わ
り
の
モ
ノ
作
り
」

が
生
命
線

「
ブ
ラ
ン
ド
作
り
」と

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

【
開
催
報
告
】マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
・
理
事
長
連
絡
会
記
念
講
演

区
内
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
な
ど
１１０
名
が
参
加

Bus Hike to "The New Village" in
Saitama Prefecture.
Why don't you join us to have an agricultural experience at this village ?
You dye your own "Tenugui", digging potatoes and visiting herb garden
with many friends from many countries.

When : November 06 (Sat)
Where :The New Village, Miyashiro Town Saitama Prefecture.
Place to meet : Front of Chiyoda City Hall at 08:15 punctually (return around 5pm)
Who :Anyone over 6 years old who lives, studies and works in Chiyoda City 

Under 13 years old adult(s) must be accompanied.
Fee : Per person ¥3,000 (adult and/or child) including lunch with a cup of herb tea.
How to apply : Contact Chiyoda City Management Foundation by e-mail or fax.

Please mentioned your full name, age, nationality, address with zip code
and telephone/fax number of all applicant(s). Apply by October 14  (Thu).
30 applicants will be accepted. Over applicants it will be selected 
by drawing.

Contact :e-mail : biznet@mm-chiyoda.or.jp  Fax: 03-3233-7557
Organized by CWC/ Chiyoda World Club

Chiyoda City Management Foundation

外国人との交流「バスハイク」 参加者募集
外国人の方々と一緒に田舎を体感しませんか？
観光農園「新しい村」で染色や農業体験をして、いろいろな国籍の方々とコミュニケー
ションを深めながら、楽しいひと時を過ごしましょう。

日時 １１月６日（土）８時15分千代田区役所前

集合（帰着は１７時頃を予定）

行き先 埼玉県宮代町「新しい村」

対象 小学生以上の区内在住・在勤・在学

者（小学生は保護者同伴）

定員 30名

参加費 ３,０００円（大人、子ども同額です）

内容 ・染色体験（手ぬぐい）

・じゃがいも収穫体験（2株）

・村弁（採れたて野菜と黒米のお弁

当）の昼食

・ハーブティーのティータイム

・森の市場結（ゆい）にてお買い物

申込み タイトル「バスハイク」と、郵便番

号・住所・氏名・フリガナ・年齢・国籍・電

話番号を明記のうえ、１０月14日（木）までに、

ファクシミリ（6３２３３－７５５７）でお申し込

みください。ホームページからもお申し

込みいただけます。 http://chiyoda-

days.jp/

※外国人の方を優先し、定員を超えた場

合は抽選となります。結果は１０月18日（月）

にお送りする予定です。

※在勤・在学の方は、必ず勤務先・学校名

を記入してください。

協力 チヨダワールドクラブ

問合せ 産業まちづくりグループ

1３２３３－７５５８（直通）

の
あ
と
、
協
力
団
体
の
「
マ
ン
シ

ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
」
代

表
、
廣
田
信
子
さ
ん
か
ら
、
マ
ン

シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
千
代
田
区
コ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
担
当
課
長
よ
り
、
ま
ち
み
ら
い

千
代
田
と
連
携
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン

へ
支
援
を
行
っ
て
い
く
旨
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

問
合
せ

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
３
（
直
通
）

毎
回
、
２
名
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
が
ご
相
談
に
お
答
え
し
ま

す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

毎
月
第
３
水
曜
日
１５
時
〜

１７
時
（
相
談
は
１
回
３０
分
程

度
。
当
日
受
付
は
１６
時
ま
で
）

場
所

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
会
議

室
（
神
田
錦
町
３
―
２１
ち
よ

だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク

ウ
ェ
ア
４
階
）

協
力

首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
会
都
心
区
支
部

問
合
せ

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
３（
直
通
）

※
予
約
の
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ママ
ンン
シシ
ョョ
ンン
無無
料料
相相
談談
会会

毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催

１０
月
１
日
（金）
、
１１
月
２
日
（火）
、
１２
月
１
日
（水）
に
開
か
れ
ま
す
！

s
「
新
し
い
村
」の
風
景

s
講
演
会
の
様
子

s
廣
田
信
子
さ
ん
の
お
話
し

s
７
月
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
は

約
千
人
が
来
場
し
ま
し
た


